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はったよしあき 八回嘉明 明治 12 ・ 9 ・ 14 生まれ。 同 3陥 カム軌を動作させる。すなわちスポ y チング方式を採用してい

年東京帝国大学工科大学土木工学科を卒業，山陽鉄道会社に入 る。スポッチ γ グは段階式にし ， 160 km/h 以上 ， 160- 110km/h , 

り， 39 年同社の国有鉄道編入とともに鉄道作業局脱として岡山 1l0km/h 以下の 3 段階とし ， 電車の速度範聞に応じて所定のス

保線事務所に勤務した。 翌年帝 酷蝿醐掴醐噛鵬開鵬欄棚幽幽圃圃瞳 ポッチング枚 11'11:をとるようにしである。

国鉄道庁技師となり， 43 年新圧 悩幽幽幽幽麟繍置 またプレーキ 11fl始時に主屯動機の主界磁を別の~[~(で励磁し，

建設事務所に転勤，陸羽線建設 歯圃圃圃臨調E・幽纏 ブレーキ?fî阪の\1. 1 '.がり を早めるよ うにしている。また電車が

に当たった。大正 2 年同所長心 姐圃.~議 酒量畿議櫨 高速になるに従い ， '1'輸とレ ーんとの附係数が低下するため，

得を経て，同 5 年秋田建設事務 量圃・・圃園理配置E・・E遜費量 これに見合 ったプレ キをfFJ11 させないと '11.輸滑走を起こし ，

所長となる 。 ここで羽越線など 掴・・邑~:.. 院議舗 かえ っ てプレーキ距般が延び，またタイヤ路 r(líに フ ラッ ト傷が
の建設工事を統絡し，同 9 年欧 掴圃・・Mヨ圃陥臨議選 ~I'. じて釆りごこちを害するばかり でなく， 1 1 (体ゃれIド ・ レール

米各国へ出張 し， 翌年帰国した。 苗置圃nr:..  ・ にも静I懲をーは，走行の安全性もおびやかされる。 惜したま

問年建設局線路調査課長， 12 年 事a・・・・. .".. ..... ・ ま走行を続けると隊機のためタイヤはI'i"滅し， 遂には車紛割損，

鉄道省建設局長， 15 年鉄道次官 調・・・・皿.J・・・・・ 脱線下の京大事故の発'1'.をも考えられる。そのため滑走を生じ
となり ， 鉄道会議議員など政策 圃圃E調r.... ・圃 たときには， 直ちに再粘着するよ うにしなければならない。こ

決定関係の各穂委員会に参加し 圃・・・・脹a・・，.- のため粘活係数に見合ったプレーキカを発作させるため列車速
た。昭和 4 年辞任，貴族院議員 ・・・・・_è..一一一一一一一ー 度を 160km/h 以 上 ， 160 - 1l0km/h , 1l0- 70km/h , 70km/h 

に勅選された。同 7 年南満洲鉄道株式会社副総裁に就任し， 10 以下の 4 段階に分け， これに対応したプレーキ電流を制御する

年退任， 同社顧問となった。 12 年東北興業株式会社総裁， 13年 ため，先頭市から交流の電圧を各車に指令し，これによってブ

第 l 次近衛内閣の拓務大臣， 14 年平沼内閣の商工兼妬務大臣 レーキ11WEの m~流仰を制御する決置を設けてある。

(同年商工大臣に専任)。大臣辞任後，東京商工会議所， 日本商 また本 計走固計検知弘尻を使用して;p.輸滑走を検出し，滑走

工会議所会頭に就任， 16 年東条内閣の鉄道大臣となり(18 年官 を検査目した場ftには ， If ( ちに発電プレーキ |川l路を聞がE し，空気

制改正により運輸通信大臣)， 1 9 年辞任した。翌年内閣顧問， プレーキに切り換え，r，t走した輸のみブレーキをゆるめるよう

北支那開発株式会社総裁を歴任，敗戦後は公職を去ったが， 28 にしてある。発電プレーキの保護としては，過電流継電lr. ・ 接
年以後拓殖大学総長，日本科学娠興財団会長，国際技術協力開 地継電総を設け， 事故時には前ちにブレーキ回路を開放するよ

発株式会社社長，日本高架電鉄株式会社(現東京そノレ ノレ株 うにしてある。 (品藤↑克也)

式会社)会長などを歴任し， 39 ・ 5 ・ 17 死去した。(原田勝正) は っ lまこうぼう 発破工法 (災) blasling melhod (独)

はってんしょ 発電所 国鉄の給電管理局の現業機関。そ Sprengarbeit ずし J立の掘さく， y;税の破砕，地山の切りくず

のおもな担当業務は， 発電設備の保守，施工および運転である。 し怜のhLi イT，人力またはさくれ険1、のさく孔機械を rn いて行行

すなわち，国鉄で使用する電力の発生および，これに付帯する， 巾にさく干し L ， その孔に爆薬を決てん(11民)してこれを爆発させ，
いっさいの業務を担当しているところである。発電設備 として 爆発によるエ ネノレギーによって j白山の 切 りくずしを行なう方法

水車発電機 ・ 9 ーピン発電機 ・ 汽かん・ 変圧恭 ・ 調整池 ・水路 が用レ られ る。この方法を党政工法と L み。次に作業， 'I~ili: ， 

ずし、道その他の設備をもっている。 方法を列"じする。

発生電力量は， 17.4 倍、 KW/h (水力発電 10.9 位、 KW/h ， 火

力発電 6.5 位 KW/h) であり ， このうち 15.9 億 KW/h (国鉄の

電力消費量の約 43 %) を部内で消費している。

発電所には，信濃川発電所(水力発電)と川崎発電所(火力発

電)とがあ り，信濃川発電所には，小千谷および千手の雨運転

支所と千手検査支所とが置かれている。

発電所には，所長， 支所長 ， Jj)J役，電気技術掛.電気検J't

長， 電気検茶掛.電気作業長 ， . 電気作業掛， 市 電気掛等が

憶かれ，その数は約 400 人である。(宮腹正直)

l立ってんブレーキ 発電プレーキ (新幹線旅客電車の)

発電ブレーキ回路は主電動機主界磁の駆性を反転させ，主回路

転換号告を力行からプレーキ位置に転換することに よ って行なわ

れる。 すなわち力行時には，電動機として使用する直巻電動機

を，プレーキ時には直巻発電僚とし，これに負荷と して主主主抗

昔話を接続して運動エ ネルギーを熱エネノレギーと して消費し， プ

レーキを作用させる。発電プレ ー キは最高速度から約 50km/h

ま で作用 し，それ以下は空気ブレーキに切り換わる。

プレーキ指令は普通A. T. C. によ っ て行なわれるが， プレ

ー キ弁ハン ドノレにより手動で， プレーキを作用させることもで

きる。プ レーキ指令があ ってから ITIl路を切り換え，抵抗短絡用

のカム軌を l ステップから進めるのでは，有効なプレーキカを

発生するまで時聞を要し，高速運転時には空走距離が増大する。

さくれ機の純源1

種 頗 用 i主 自説 I~I 

! 坑iìl銅進 送り ffに載りスクリ ュ ，
ド リ フター ! ジヤンホー l チ ェ ン咋で フ ィ ー ド され
drifler とう載 | るさく幻機

一i_!<孔さくJL--L 一一一一一一一
! 石炭Jll坑道 | 手持ちで押して llil るさく岩

ハンドハンマー l 槻進炭屑さく孔 | 機， 下 r ílJ き捌りを主とする
hand hammer 石灰石山 | ものはシンカ ー (sinke r) と

グロ 1) ホ ール l もい う.

| 空気!主でや1 'ぴ H\す脚(レヅ
レッグハンマー ! 坑道捌進 I Y) で料維に押しつけて掘
lag hammer I !* 鉱 | るさくれ機で， 主 として繍

力向のさく孔をする.

1 ^ ，~. .. _.<._常気圧で t方に押しつけて
ストー パ ー ! 金属山の採鉱 | 掘る上向きさく 孔用さく椅
stop町 立坑切上り | 峻

| 係炭掘り 出 し l コールピック ともいい，電
ピックプ レーカー | 当り阪り l 動のものもある . 回転はな
凶ck breaker ; 道路破嬢 1 < 打撃だけをする機械

回転だけで孔をくる機械，
I -.-... _1..... .) 7. 持通くり粉排出をよくする

エヤ ー ォーガー | 石炭きく 孔 | ため， スパイラノレのヒレの
電気オーガー | 軟岩さ く孔 ! ついた ロッドを使う.コー

I Jレドリ Jレとも\.ぅ.

l さく干し

む石のさく 孔には鋼の僚の一端を適当なとがった形とした法

具により ， そのせん(尖)端を岩に押し当てて，人力あるいは機

械カで他端を打撃し，またはその鋼俸を回転し，あるいは同時

そこで電車の速度を検出し，その速度に対応したプレーキカを に打鍛および回転を与えるこ とによ って行なう。 切りくずしに
直ちに発生'できるよ うに，力行および，だ行中にも抵抗短絡用 爆薬を要する堅告では，手掘 りによっては，さく孔に長時間を
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